ハッピーバースデイ
登場人物

　長女　ユカ

　次女　カナ

　三女　ナエ

　四女　エマ

　他人物　五女マユ、両親、ニュースキャスター

小道具

　調理器具･･･まな板、包丁、ボウル２個、泡だて器、ゴムベラ２本、白い大皿

　食品･･･イチゴ１パック、ホイップクリーム１パック、スポンジ、砂糖、デコペン

　その他…小さい無地の紙袋２つ、リモコン
　袖に必要･･･布巾、絆創膏、タオル

舞台

　居間。中央下手寄りに大きなテーブルと椅子７脚。

下手手前出口は玄関に通じる。下手奥出口は台所。

　上手手前に廊下に通じる出口（使わない）。下手、面に後ろを向けてテレビ。

暗転。テレビのニュースの声ＦＩ。前の台本についてのニュース。次に、飛行機事故のニュース。

「次のニュースです。ＪＮＡエアライン３５８便の爆発事故に関して、先ほど警視庁から原因について発表がありました。原因は、強風による機体と滑走路の接触とみられる、ということです。」
ニュースの始まりきっかけでゆっくり明転。舞台板付きで長女。中央に仁王立ちでテレビを見ている。手にはリモコン。音小さくなる。
「今月十日、午後三時五分に成田空港を離陸予定のＪＮＡエアライン３５８便が、離陸直後に大爆発を起こし、500名余りが死亡、また重軽傷を負った事故について先ほど警視庁から原因について発表がありました。警視庁によりますと、358便は、離陸時に強風にあおられ、バランスを崩して右翼が滑走路に接触、エンジンが爆発したということです。これを受けて、ＪＮＡエアラインは本日午後二時に記者会見を開き、事故の詳しい説明を行う予定です。」
『警視庁によりますと』のあたりで、下手手前から次女入ってくる。小さい紙袋を提げている。音小さくなる。入ってきたところで立ち止まり、手を上げて挨拶。

次女「お」

長女「おう」

次女、長女に並んでテレビを見る。

次女「ああ、このニュース」

長女「そう。原因判明したって」

次女「へえー」

しばらく二人並んでテレビを見る。次女、テーブルに紙袋を置く。
「成田空港では、事故のあった機体に乗っていた乗客の家族が殺到し、一時混乱に陥りました。また、事故により旅客機の運行に影響が出ていましたが、現在は通常に戻っています。では、次のニュースです。」

次女「そりゃあ、殺到もするよなあ」
次のニュースです、のあたりで、ピーっという音。オーブンのタイマー。

長女「あ、焼けた」

長女、リモコンをテーブルに置いて下手奥の台所に向かう。

次女「え、何？」

長女「（はけながら）スポンジ」
次女「え、もう焼いちゃったの？」

長女「（台所から）あー、焼けてる焼けてる。（スポンジを持って出てくる）時間あったから、先やっちゃおうと思って」

次女「（リモコンを取ってテレビを消す）え？　ユカちゃん、何時ごろここ着いたの？」
長女「一時ごろかな。ほら、どうよ」

長女、皿の上にスポンジをのせて持ってくる。焼きたてで熱い。いいにおい。

次女「おおお。うまそううまそう」

次女触ろうとする。長女、その手をはねのける。テーブルに皿を置く。

長女「だめだめ。冷ましておくから、絶対に触んないでよ」

長女、いったん台所にはける。次女、その隙にスポンジをつまむ。

次女「ちょっとだけいいでしょ。味見味見。どうせ生クリーム塗るんだし、わかんないって」

長女「バカ。そうだカナ、あんた生クリーム、ちゃんと買ってきたんでしょうね」
長女、ボウル、泡だて器、砂糖を持って出てくる。
次女「あ！」
長女「えっちょっと、忘れたの？」

次女「うっそー。ありますあります。（紙袋から生クリームのパックを出す）これ」

長女「バカ。あっ、あんたつまんだね」

次女「えっへっへ。いいお味でございました」

長女「もう、あんたいつもそうなんだから」

長女、生クリームのパックを開けて、砂糖を入れてあわ立て始める。

下手手前から玄関の開く音。

三女「（下手手前から）ただいまー」

次女「あ、ナエじゃん」

長女「ナエ？」

三女、下手手前から登場。紙袋を持っている。

長女「あ、ほんとだ」

次女「ナエー、遅かったじゃーん」

三女「ユカちゃん、カナちゃん。あれ、エマは？」

次女「まだ。まったくねえ、家族の行事を何だと思ってんだか」

三女「まだ用事が終わらないんじゃない」
長女「まあ、エマは遅刻魔だから。そういえば、マユっていくつになるんだっけ？」

三女「二十歳だよ」

次女「若いねえ、末っ子だもんねえ。あれ、長女さんはおいくつでしたっけ」

長女「うるさい。あんただって私と二つしか違わないでしょ。（ナエに）イチゴ、あった？」
三女「うん、１パックで足りるかな」

三女、テーブルに紙袋を置き、イチゴのパックを取り出す。

長女「足りる足りる。ありがとう」

次女「ちょっとユカちゃん、ナエには言うのに、なんで私にはお礼しないの。同じ妹でしょ」
長女「あんたはいつも一言多いの」

次女「あ、そうですか」

三女「あれ、もうスポンジ焼いちゃったんだ。おいしそう。ごめんね、遅くなっちゃって、何にも手伝ってない」

次女「ああ、いーのいーの。私も手伝ってない。ユカちゃんが来るの早かったの」

長女「あんたはほんとに調子いいんだから。ほら、イチゴ洗ってきてよね」

次女「はーい」
次女、イチゴを持って台所にはける。
三女「私、手洗ってくるね」
長女「あ、うん」

三女、台所にはける。長女、生クリームを一生懸命泡立てる。すぐに三女戻ってくる。

三女「あ、私やるよ。ユカちゃんはスポンジ焼いたもんね」

長女「あ、そう？　じゃあお願いしようかな」

三女、泡立て始める。長女、手持ち無沙汰になり、台所を覗いたり、三女の周りをうろうろしたりする。

三女「ユカちゃん、どうしたの？」

長女「え？　あ、えーと。何でもない」

長女、ごまかしてリモコンをとり、テレビをつける。他の台本に対するコメントや、予告がニュース形式で流れる。長女、ちょっと見入る。その途中。
三女「そういえば、うちっていっつもイチゴケーキだよね」
長女「うん？　あー、そうなんだよね。ほら、父さんがイチゴ、好きだから」

三女「だからだっけ。あれ？　一回さ、チョコケーキ作ったこと、なかった？」

長女「ああー、あったあった。ナエ、よく覚えてるね。あれは母さんの誕生日で、母さんの好きなバナナのチョコレートケーキにしようと思ったんだよ。でも作り方がわかんなくて、チョコシロップを生クリームの代わりに使ってベッタベタにしちゃったんだよね。それで懲りて、それからずっとイチゴケーキになったの」

三女「そうだっけ。そうか、母さんはバナナのほうが好きだったね。それも買ってくればよかったかなあ」
長女「え？」

三女「うん、バナナ。買ってくればよかった」

長女「ああ。うん。まあ、みんなのためにケーキを作るのが、いま大事なんだから、いいんじゃない」

三女「うん。そうだね」

長女、テレビを見る。三女、あわ立てる。そこに、次女、イチゴ、まな板、包丁、ゴムベラを持ってくる。

次女「あ、ユカちゃんさぼってる」

長女「（テレビを消す）さぼってないよ。イチゴを待ってたの」

長女、イチゴを受け取る。次女、まな板、包丁、ゴムベラをテーブルに置く。
長女「じゃあカナ、ナエと交代。ナエ、こっち来てイチゴのへた、とって」

次女「えー？　ちょっとお、ユカちゃん、ひどくない？」

長女「ひどくない。ナエにずっとやらせる気？」

次女「それはあれだけどさあ・・・なんか恨みを感じるー」

長女「スポンジつまんだからね、その分働いてもらわないと」

次女「あーあ」

三女「じゃあカナちゃん、よろしく」
三女、長女と並んですわり、へたをとる。長女はイチゴをスライス。次女、泡だて器。

三女「そういえば、ユカちゃん、早かったって、何かあったの？」

長女「え？」

三女「ここに来るの、早かったって。アキノリさんは？」

次女「そうそう。彼氏はどうしたのよ、彼氏は」

長女、無言で包丁を使う。顔を見合わせ、次女と三女は気まずくなって手元を見つめて仕事に励む。この辺から照明ちょっとずつ暗くなる。
長女「女と会ってた・・・」

次女・三女「・・・え？」

長女「女と会ってたのよ、あいつは・・・」

次女「ええー？」

三女「え、だって、旅行行くって飛行機乗って・・・まだ一週間でしょ？」

長女「女と、一周年記念のお祝いしてた・・・私のことなんかないことみたいになってた」
次女「それは・・・なんとまあ」
三女「ユカちゃん・・・」

照明暗くなる。できたら長女のとこだけ暗くしたい。お化け屋敷のどろどろした音。
長女「（つぶやき）一年も二股かけられてた・・・ありえない・・・私がいなくて、開放されたような顔しやがって・・・あの女も・・・どこのどいつだ・・・鼻の頭テカテカさせて・・・化粧濃いっつの・・・アッくんも、いつも私と会うときは香水なんかつけないのに・・・プンプンさせて・・ちょっと臭いし・・・」
次女と三女、慌てて長女に話しかける。

次女「あ、ほら、ユカちゃん、イチゴ切りすぎだよ、上にのせる分とって置かなきゃ」

三女「うんもうちょうどいいよ、ほら、包丁洗ってきてよ、ねっ」

長女、はっとして。

長女「あ、そうだね。うん、じゃあちょっと洗ってくる」

長女はける。照明音響元に戻る。

次女「あ、戻った」

三女「あんなふうになるんだね・・・」

次女「怖い」

三女「うん、怖い」

そこに玄関の開く音。二人、叫んで飛び上がる。下手手前から四女が入ってくる。

四女「ただいまー」

四女、次女と三女が抱き合っているのを見る。

四女「・・・何やってんの？」
三女「エマ」

次女「エマかあー。おそいよ、全くもう」

四女「何、何かあったわけ？」

次女「うんもうそれがさあ、ユカちゃんが番町皿屋敷みたいになっちゃって」
四女「はあ？」

長女、入ってくる。包丁を持っている。
長女「あら、エマ、あんた遅いよ」
次女「（ユカにおびえて）うわっ」
四女「あ、ごめん。ちょっとね、ケンジと盛り上がっちゃって」

三女「え、ケンジくん？　盛り上がったって」

四女「それがね、ケンジって霊感あるのよ。それで話が引きも切らず」

長女「引きもきらずって（スポンジに横に包丁を入れ、二分する）」

この辺から、生クリームを真ん中の段に塗り、イチゴをのせ、またその上に生クリームを塗っていく。次のニュースまでに、真ん中を済まして上の段を乗っける。
次女「へえーすごいじゃん。ケンジって、あの自転車すごいのに乗ってる子でしょ」

四女「そうそう。あの自転車で、この間アメリカを横断してきたって。これからメキシコって言ってた」

三女「すっごいね。南米まで行くの？」
四女「うん、できれば世界一周したいみたいだったけど、お金がないから、すぐには無理だって」

次女「へええ、世界一周ねえ。夢はでっかくかあ、いいねえ青年大志を抱け」
三女「私たちも行きたかったねえ」

三女の言葉に、みんな何となく黙り込んで作業する。次女が明るく言う。
次女「そういや、ナエは何してきたの？　ちょっと遅かったけど」

三女「ああ。私はバイト先にちょっと行ってきたの。みんなの様子を見て、一回りしてきたから遅くなっちゃって」

四女「老人ホームだったっけ？」

三女「そう、松寿園。みんな元気そうだった」
四女「仲良しのおじいちゃんは？　どうだった？」

三女「（苦笑）うーん・・・。やっぱりちょっと、元気なかったかなあ」

長女「みんな、知ってた？　うちのこと」

三女「うん・・・。悲しんでくれてて、不謹慎だけど、ちょっと嬉しかった」

次女「そりゃそうだ。私なんか、大学行ってみたけど、みんなすごい普通だったよ」

四女「んー、でもまあ、事故がもう一週間前だからね。ずっと持ちきりってわけにもいかないんじゃない？　大学生なんか、世情にうといし」

長女「そうそう。私なんか、アッくんは女と一緒だし・・・」

番町皿屋敷再び始まりかける。

三女「（慌てて）でもほら、親しい友達とかはさ、違うでしょ」

次女「うーん、そうかなあ。できたら会いに来てほしいなー」

長女「来てほしいなー」

四女「（慌てて）あ、ほらユカちゃん、私のほうも。ケンジはメキシコ行きだし、来れないから」

長女「来てほしいなー」

次女「もう、ユカちゃん。忘れなよ、もうしょうがないじゃん。こうなっちゃあさあ。すっぱり忘れて次にいかなきゃ」

長女「だってさあ・・・アッくんたら、女に指輪あげてたのよー」

次女「指輪が何だ。かわいい妹がイチゴをあげるからもう忘れなさい。じゃないと、お菊さんみたくなっちゃうよ」
四女「そうそう、気分を切り替えて。テレビでもつけようか」

リモコンを取ってボタンを押す。テレビから、ニュースキャスターの声。

「今月十日、ＪＮＡの旅客機358便が離陸時に爆発を起こした事故について、先ほど警視庁から原因について発表がありました。警視庁によりますと、今回の事故は、強風により機体があおられ、右翼と滑走路が接触したことにより引き起こされたということです。午後三時五分、予定時刻に搭乗を終えたＪＮＡエアライン３５８便は、第三滑走路から予定通り離陸しました。しかし、その直後に強風にあおられ、右翼が滑走路に接触、右翼を引きずる形でおよそ200メートルほど直進し、その後大爆発を起こしました。爆発の原因は、滑走路との接触時に起こった火花が右翼のエンジンに引火したためと見られ、その爆発の反動で機体の胴体が滑走路に激突し、また左翼のエンジンが叩きつけられて連鎖的に爆発が起こったものと見られています。搭乗していた567名の乗客のうち、500名余りが死亡、また重軽傷を負いました。今回の事故が大惨事に繋がった原因としては、爆発が激しく、火の回りが速かったため救出が困難になったこと、また機体が停止した後も、第二第三の爆発が連続的に起こり、救出活動が遅れたことが挙げられます。強風によって機体がバランスを崩し、事故を起こすというケースは多くありますが、今回の事故は死傷者が非常に多いということで、警察は調査を続けています。強風による事故はヘリコプターなど比較的軽く小さい機体で起こりやすいもので、今回のジャンボ機の事故には、強風以外にも原因があるのではないかとの疑念が起こっています。では、次のニュースです。」

四人、見入る。しばらくして、『搭乗していた５６７名の乗客のうち』のあたりで。

長女「まさか、爆発するとはね」

次女「父さんも母さんもマユも、びっくりしただろうねえ」
三女「びっくりどころじゃないよね」

四女「旅行だって楽しみにしてて。国外出るの初めてだって」

長女「結局、国外に死ぬまで出なかったっていう」

次女「午後三時五分、かあ」

三女「マユなんか、本当なら今日、誕生日なのに」

四女「それどころじゃないもんね」
四女、テレビを消す。長女、挽回しようと明るく言う。

長女「さて、じゃあそろそろ、デコレーションしますか」
次女三女四女、長女に合わせて明るく立ち上がる。

次女「（長女にゴムベラを１本渡し、１本は自分で）よーし、じゃあ、塗っていこう」

長女、次女で生クリームを塗る。三女、四女、長女に言われて片付ける。作業の途中で。
次女「それにしても、うちほど頻繁に誕生日祝う家も少ないよね」

三女「五人姉妹だからね。それプラス、父さん母さんの誕生日だから、年七回はケーキ焼いてるんだ」

四女「どうして誕生日にみんなでケーキ焼くことになったんだっけ？」

長女「確か、私とカナが幼稚園の時からじゃなかった？　カナがどうしてもケーキを作ってみたいって」

次女「あー、何かそういう絵本を見たんだよ。それでだっけ？」

長女「うん、それが何だか毎年恒例になっちゃったんだよね」

四女「へえー、そうなんだ」

三女「でも、みんなで作るの楽しいよね」

次女「（ケーキの出来を見て）うーん汚いなあ、どうにも。でもまあ、いっか？」
四女「ちょっと貸して。こうして、こうで・・・」

次女「あーっ、もっと汚くした」

長女「ちょっと、貸してみてよ。こうしたら・・・」

三女「あ、いい。きれいじゃない」

四女「そうかな？」

次女「いいって。愛嬌愛嬌」

長女「そうそう。食べるの、家の人だけだし」

四女「じゃあイチゴのせるよ」

長女「ちょっとエマ、手洗ったの？」

三女「じゃあ私が」

四女「じゃあ私も（触ったイチゴを食べてしまう）」

次女「あ、ちょっと、エマっ。食べるなよー」

長女「じゃあ私も（食べる）」

次女「ちょっとユカちゃんもっ。じゃあ私もー」

次女も食べる。三女はイチゴを並べる。真ん中あけて、円形。並べながら。
四女「いつもはもうちょっときれいじゃなかった？」

次女「うーん･･･こんなもんじゃない？」

長女「ああ、ほら、今日は母さんがいないから」

次女「ああ、そっか。仕上げは母さんだったもんね」

三女「はい、できました」

次女「いいじゃない、おいしそうだよ」

長女「うん、上出来上出来。あ、エマ、チョコペン買ってきた？」

四女「買ってきましたよ、ハイこれ」

四女、紙袋からチョコレートのデコペンを出す。袋を開けて、先を切る。
長女「誰が書く？」

お互いの顔を見合う。

次女「ユカちゃん、字きれいだよね」

長女「え、いやでもナエはボールペン字習ってるし」

三女「習ってるのはもともと字が汚いからで」

そして四女を見る。たじろぐ四女。

三女「エマ」

次女「割と度胸いいし」

長女「遅刻したし」

三人「よろしく」

四女「えー」

渋々デコペンを持つ。

四女「でも、なんて書けばいい？」

長女「え、それは、お誕生日おめでとうとか」

次女「マユの名前、入れないと」

三女「でも、スペース意外と小さいよ」

四女「誕生ってどんな字だっけ」

長女「ごんべんに、えーと、庭の、あの屋根ないやつ」

三女「屋根？」

次女「あ、これでしょ、これ（ジェスチャー）」

長女「そう、それ」

三女「え、庭の中身は違うよ。延びるでしょ、延長の延」
長女「延長って、どんな字だったっけ・・・」

次女「あーもーいいよ、平仮名、平仮名」

四女「あ、じゃあカタカナにしとく」

次女「カタカナ？」

四女、書く。みんなで見守る。書き終わる。みんなで関心。

次女「なるほどお」

長女「意外に字うまいね」

三女「頭いい」

四女「これで完成だね」

突如、ボーンという音。三回。時計の音。三時。面に時計がある設定。全員それを見上げる。
ちょっと間。

長女「三時だ」

次女「三時か」

三女「間に合ったね」

四女「そうだね」
三女「七日目だね、今日で」

この辺から、テーブルの上に残ったものを片付けながら。

次女「飛行機に乗って、初めての海外旅行に行くってさ」

四女「海外で死ぬかもって遺書まで書いたのに、行く前に死んじゃって」
長女「まさか、本当に死ぬとはね」

三女「私たち、まさか、死んじゃうとはね」

次女「あーあ、父さん母さんよりも早死にしちゃってさ」

長女「おまけに末っ子マユも、姉妹で一人置いてきぼりで」

四女「ま、結局遺書は役に立ったわけだし」
三女「あとは、これから自分たちのお葬式の見学と」
次女「成仏成仏」

長女「ほんとほんと」

次女「あれ、ユカちゃん、成仏できんのお？」

三女「アッくん・・・」

長女「う・・・できますよ」

四女「ふーん。私はもう一回、メキシコ行ってこようかな」

三女「メキシコ？」

次女「何、ケンジって、いま、メキシコにいるの？」

四女「さっきそう言ったじゃん」

長女「あんた、メキシコまで行ってきたの」

四女「そう」

次女「死んだら何でもできるんだねえ。ケンジより先に世界一周できたんじゃないの」

四女「あ、そうか。しておけばよかったかな」

三女「いいんじゃないの、私たちは私たちで、会っておきたい人には会えたんだし」

次女「会えたっていうか、見れたっていうか」

長女「でもまあ、最後にマユにケーキも作れたし。一緒に祝ってあげられないけどね」

四女「心はここにありよ。さて、じゃあそろそろいきますか？」

四人、口々に返事をして下手手前にはける。ゆっくり暗転。

三女「父さん母さんには何にもできなかったね」

次女「いいんじゃん、ケーキは三人で食べるんだし」
四女「そう、心がこもってるから」

長女「エマはイチゴ食べて字書いただけじゃない」

四女「その字にすごく気持ちがこめられてるんです」

声ＦＯ。暗転したら、プロジェクターでケーキの写真。真ん中に大きくハッピーバースデイ。

暗転。葬式のときの、チーンという音。
おしまい。
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